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異常胃粘膜におけるMucopro七einの病理組織学的研究

金沢大学医学部第一外科教室（主任　ト部美代志教授）

　仲井　信＿雄　　瀬　川　安　雄

　倉重　徹土川恵二郎
　　　　　　（昭和34年5月11日受付）

1．緒 言

　20世紀に入って以来，医学は急速なる発展を遂げ，

それにつれて組織化学の領域も頓に開拓されてきた．

　他方，胃の病変について，近来多くの医家め注目を

惹き，慢匪胃炎，胃潰瘍，胃癌等の各卒病相互の関係

の藩命が急がれている．

　私共はMucoproteinを検索する機会が与えられた

ので，種々の病変ある切除胃に対して，本染色法を施

し，観察した結果をここに報告する．

皿．検索材料及び検索方法

　昭和27年7月から同29年2，月までの間に，手術され

た慢性胃炎32例，胃潰蕩22例，胃癌55例及び正常と思

われるもの2例，総計111例の切除胃を検索の対象と

した．

　検索方法としては，手術的に得た切除胃について，

この摘出標本の漿膜側及び粘膜側の精密なる観察記載

を行なってから，主病巣の反対側において本標本を開

く．10％中性ホルマリン壷中に固定した後，原則的に

病巣の中心部を通って噴門側より幽門側に至る切片を

作成し，また必要に応じては，種々の方向にわたる

補助的切片を作る．それらの全切片について各々パ

ラフィン包埋を行なった後，これらを5μより8μに

至る厚さの薄切片となし，次のごとき方法でMuco－

protein染色を行なった．　McManus氏原法7）による

Lillic氏変法6・10），即ち過ヨード酸シッフーピクリン

酸メチール青法を選んで実施した．その染色過程中の

後染色及び対照染色は，一部のもめには省略した．染

色方法の詳細は次のごとくである．

　1＝5～8」μの切片を通常のごとく脱Paraffinする

　2：濃硝酸を含む過ヨード酸カリウム血中で10分間

　　　酸化

33流水で5分間水洗

4：Schiff氏試薬中で10分間染色

530・5％異性重聾硫酸ソーダで30秒，

　　と3回にわたって洗源分別

63流水で5分間水洗

2分，2分

一　　（後染色及び反対染色を省略する場合にはこれ

　　　より直ちに脱水操作に移行する）

　7：Weigert出船ヘマトキシリン液中で2分間後染

　　　色’

　8：流水で4分間水洗

　9：飽和ピクリン酸メチール青液中で6分間対照染

　　　色

　五〇：数分間水洗

＼11：通常の如くアルコール及びキシロールで脱水

　12＝バルサム封入

　以上のごとき操作を行なってから，各切片について

顕微鏡下に観察追究した．

皿．検　索　成　綾

　1，病理組織学的所見

　胃腺には3種の細胞，即ちPepsin分泌に与る主細

胞，塩酸分泌を行なう壁細胞及び粘液分泌を司る副細

胞の存在することが知られているが，さらにまた，三

富8》（図1）は，胃腺を4層に分類して，最も表層部

を0層目胃腺頸部を1層，それ以下を3等分し，頸部

直下を皿層，次いで皿層，最深部をIV層とした．そし

て主として主細胞はIV層に，壁細胞は皿層に，副細胞

は0より1層に位置することを明らかにしている．

　私共の行なったMロcoprotein染色法では，主とし

て粘液分泌を司る副細胞が被染性を示すのは勿論であ

るが，さらに粘膜表層の円柱細胞・腺底の轡門腺・噴

門腺，及び十二指腸Br岨ner氏腺の各細胞が強く被染

性を示す他に，時に胃腺に現われる盃状細胞と思われ

，Patho－histological　Studies　on　the　Mucoprotein　of　the　Abnomal　Gastric　Mucous　Membrane

NObuo：Nakai，　Yasuo　S6gawa，　Tom　Kurashige　and　Keijiro　Tsuchikawa　Departnieht
of　Surgery，〈Difector　5　PrQf．　Miyoshi　Urabe）School　of　Medicine，　Kanazawa　University．’，
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　　　　　　　1　　　表

検索例の組織学的所見とMucoprote：nの増減

　但しMu　coproteinについては正常胃粘膜内

　の量を標準とし

　　　　充満型　醤　＋3
　　　　著増型　一　＋2

　　　　増加型＝十1　　，
　　　　標準型　二　　〇
　　　　減　少　型　＝　一1

　　　　著　減　型　漏　一2

　　　　消　失　型　＝　一3
　として次に記載した．

正常胃2例

姓　　名

蒔○み○き

東○太○

性

Q
T
ホ
○

年齢

20

36

　　粘膜内
Mucoprotein量
小窩上皮昨胃腺

0

0

一1

0

備　考

十二指
腸潰瘍

る大型細胞も濃淡の差はあるが一応Mucoprotein可

染性であることを示した．

　私共は，これらMucoprotein認識性を示す細胞に，

便宜上すべてMucoprotein細胞と名づけることとし

た．

　　1）正常胃（第2図）

　種々の疾病ある胃粘膜組織と比較対照するために，

正常と思われる2例（1項目の胃粘膜内Mucoprotein

細胞の所見を検討した．この場合には，一般に胃粘膜

表面はMucOPfotein陽性の遊離粘液で被われ，その

直下の粘膜表層の円柱細胞は一様に被染性を示し，胃

小窩については，その頸部附近，即ち0から1層にか

けてMucoprotein陽性の細胞が規則正しく配列して

いるのをみる，即ち副細胞であって，さらに中層より

上層にかけても点々と疎らに存在するのを認めうる．

また胃小窩中にも遊離粘液が存在していて副細胞の正

常なる分泌機能を推定せしめる．ここで重要なこと

は，これらのMucoprotein細胞中のMucoprotein穎

粒の被疑性が一様であって，濃淡の著しい差を示さ

ず，またその細胞の大きさが一定していることであ

る．また胃腺底IV層において，　Mucoprotein陽性の細

胞群を認めることがあるが，これは明らかに幽門腺ま

たは噴門腺セあって，通常の固有胃腺底ではこのよう

なことはなく，寧ろ上述の重層と同様の状態であるピ

とが多い．

　　2）慢性胃炎

　慢陸胃炎の診断のついた症例は32例’（2表）である

が，胃潰瘍及び胃癌の症例では，その病巣の周辺から

遠隔部位にかけて，慢性胃炎の種女の像がみられるも

のである．私共はこれらの場合の所見をも併せて次に

記載することとする，

　教室の山城12）は，胃癌病巣周辺の胃粘膜の変化か

ら，肉眼的に胃粘膜の肥厚したもの即ち肥厚性胃炎

と，萎縮を呈するもの即ち萎縮性胃炎とに大別し，さ

らに前者の肥厚性胃炎を組織学的に，固有胃腺の増殖

を主とするもの即ち増殖性胃炎と，固有胃腺の萎縮廃

滅に傾き，代って胃小窩の増殖延長が著しいもの即ち

萎縮増殖性胃炎とに区別している．私共はこの分類に

従って慢性胃炎を3種類に分け，それらの所見を観察

した．

　　　　a：増殖性胃炎（3図）

　増殖性胃炎の場合は，固有胃腺の肥大増殖を主体と

して胃小窩上皮の著明な増殖をみないのが普通であっ

てジしかも増殖する固有胃腺には幽門腺が多いといわ

れている．従って胃腺底部には強い被染性を示す大型

穎粒をもつた細胞群（幽門腺）が充満し，0層より皿

層にかけて，普通の血染性を示す細胞（副細胞）が皿：

層，11層，1層，0層の順に次第に密に配列し，しか

もその細胞数は正常像に比して極めて多数である，そ

れに反して胃小窩上皮の被染性の円柱細胞は正常像と

ほぼ同様である．従って胃小窩中及び胃粘膜表面には

大量の遊離粘液が認められ，MucOPfotein分泌機能充

進像を推定せしめる．その他には，特に著しい所見は

なく，また一般に腸腺への化生（後述）の所見はその

殆んどに認められない．

　　　　b：萎縮増殖性胃炎（4図）

　萎縮増殖性胃炎の場合は，胃小窩組織の増殖が著明

で，固有胃腺は萎縮廃滅に近づくものであるが，さら

に山城は，著明に迂曲，延長，分枝した小窩組織の精

査により，2つの相異なる現象をみた．即ち一つは小

窩の上皮細胞自体の増殖であり，他は間質組織の増殖

に伴う小窩の二次的延長であることを認めている．

　前者のごとく，胃小窩上皮自体の増殖によるもので

は，その小窩内面一様にMucoprotein陽性の大小様

々の多数の細胞が，濃淡の差の著しい被染性を示して

いるのを認める．これらの細胞は所謂円柱細胞であっ

て，中には明らかに濃縮細胞と思われる大型細胞（5

図）があり，その中の逸るものはすでに粘液を排出し

たと考えられる空胞形成をなし，また疑るものは分

泌寸前の粘液充満像を呈している，しかし固有胃腺

は，一般に疎んど萎縮像を呈し，副細胞を主とした

Mucoprotein細胞もその数を減じセいる．従って遊離

粘液は胃小窩及び粘膜表面に中等：量に認められるに過

ぎない．また粘膜下層には十二指腸腺と思われる被染
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姓　　名

詞○　春○

中○　た○

向○正○郎

北○　元○

山○　一〇

大○　善○

東○作○回

田○仁○郎

幸O　は○

松○　博○

宮○　外○

宮○　金○

宮O　米○

東○　理○

沢○　耕○

能○　藤○

長○　川○

佐○木○雄

中○　信○

大○　幸○

伊○　留○

北○　ふ○

朝○　義○

新○　由○

永　○　藩

中○　政○

古○　さ○

小○　清○

米○　春○

法○　信○

堀　○　雪

面○　花○

性 年齢

41

T3

R8

Q8

T4

S7

T1

U4

T4

R2

R6

S6

T4

Q7

T4

T7

R9

T8

S1

T5

S7

U1

R5

Q6

Q9

R9

S4

S0

Q5

R3

R2

T5

♀
♀
＄
3
♂
♂
3
δ
♀
♀
ε
3
δ
3
8
♂
δ
＄
ε
δ
♂
♀
6
ε
a
＄
♀
6
ε
♀
3
♀

組　織　学　的　所見

主　病　巣　部 周　　辺　　部

萎縮性胃炎

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

萎縮増殖性胃炎問質型

萎縮増殖性胃炎上皮型

初期萎縮性胃炎

萎縮性胃炎

〃

〃

〃

〃

萎縮増殖性胃炎間質型

萎縮性胃炎

増殖性胃炎

萎縮増殖性胃炎間質型

萎縮性胃炎

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

主病巣部Mucoprotein帯

剣灘1鵬麟
増殖性胃炎
〃　　Ψ

〃

殆んど正常

増殖性胃炎

萎縮増殖性胃炎間質型

増殖性胃炎

萎縮増殖性胃炎間質型

殆んど正常

〃

萎縮増殖性胃炎上皮型

萎縮増殖性胃炎間質型

萎縮増殖性胃炎上皮型

殆んど正常

殆んど正常

増殖性胃炎

殆んど正常

萎縮増殖性胃炎間質型

増殖性胃炎

萎縮増殖性胃炎間質型

〃

萎縮増殖性胃炎上皮型

2
2
2
1
1
2
2
2
1
0
1
1
2
2
2
0
0
1
1
1
1
2
2
2
2
2
1
1
2
1
1
2

＝
一
［
一
一
一
［
剛
　
一
＝
一
【
　
　
一
＋
＝
【
「
一
［
一
｝
一
一
一
一
一

十

十
＋
柵

十

柵
＋

十

十
什
十
十

十

＋
朴
＋

十

十

什

備　　考

前癌状態

十二指腸潰瘍

〃

〃

〃

前癌状態

性の強い細胞群が認められ，腸腺への化生の程度も幾

分強いと考えられる．

　後者のごとく，間質組織の増殖に伴う二次的な上皮

の延長による場合では，胃小窩の迂曲，分枝は著明で

なく，Mucoprotein陽性の細胞も前者に比較してずっ

と疎らとなり，遊離粘液もごく少量となり，粘液分泌

機能低下を思わせる像が認められる．しかしただ腸腺

への化生の程度は，前者に比してやや増強しているよ

うに思われる．

　　　　c：萎縮性胃炎（6図）

　萎縮性胃炎の場合は，固有胃腺の完全消失，または

固有胃腺がなお少数残存しているが消失の過程にある

と推定されるものであって，胃小窩上皮の円柱細胞も

それに伴って萎縮像を呈することが多い．従って円柱

細胞及び副細胞を主としたMucoprotein陽性細胞

は，その数を減じまたは消失し，存在していてもその

細胞は強く萎縮して点々と認められるに過ぎない．さ

らにそれらの細胞はその被染性が弱くなり，空胞形成

または痕跡像も認められて，粘液分泌機能の消槌を十

分推定せしめられる．遊離粘液も従って殆んどその存

在が認められない，ところが粘膜下層には明らかに腸

腺への化生と思われる十二指腸Bru皿er氏腺細胞群

が塊をなして存在し，強い被染性を示す場合が多く認

められる．
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3表胃潰瘍22例
姓 名

加　○　清

聴○　友○

神○　栄○

浅　○　亨

政○　顕○

竹○　彦○

柴　○　一

佐　○　勇

胆○　外○

畠○直○熱

涙○宇〇三

胎○喜○男

板○　栄○

北○　政○

高○与○郎

上　○　覚

瀬○　康○

森○　宗○

舟○　栄○

精○　栄○

高○　高○

吉○　武○

性

δ
♂
6
δ
δ
δ
δ
＄
6
ε
6
♂
♂
6
♂
〈
○
δ
6
6
＄
δ
♂

年齢

5
1
3
6
5
9
2
2
2
6
4
6
5
5
4
5
5
6
4
7
0
7

5
5
5
2
5
4
5
4
3
4
5
4
3
3
6
2
4
4
3
5
4
2

組織学的所見

主病巣副周辺部
穿通性潰瘍

瘍
　
　
　
　
　
　
　
　
瘍
瘍

　
　
　
　
　
　
　
　
潰

　
　
　
　
　
　
　
　
鍵

田
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
朕
〃
潰
〃

萎縮性胃炎

〃

〃

増殖性胃炎

萎縮性胃炎

〃

〃

〃

増殖性胃炎

蔭縮性胃炎

〃

〃

〃

〃

〃

増殖性胃炎

蔭縮性胃炎

増殖性胃炎

萎縮性胃炎

〃

〃

〃

　主病巣部
Mucoprotein量：

潰瘍底蹄辺縁

3
3
3
2
3
2
3
3
3
3
3
3
3
3
2
3
2
3
3
3
3
3

八
一
剛
剛
剛
馳
鞠
　
一
陶
一
嚇
鞘
嚇
軸
陶
剛
噛
　
哨
｝
剛
一
　
陶

2
2
2
1
2
2
2
2
1
2
2
2
2
2
1
1
1
1
2
2
2

一
一
一
十
一
［
一
一
十
［
一
一
一
一
「
十
［
十
［
一
一

備 考

一21

十三指腸潰瘍

十三指腸潰瘍

　元来Bfunner毒腺（7図）は，十二指腸粘膜の深

層及び粘膜下にみられる管状胞状腺であるが，時とし

て胃幽門部或いは胃体部にみられることがある．この

胃内出現については，古くから，慢性胃炎に随伴する

化生であるとか，胃底腺の改変によってBrunner氏

腺と類似の腺組織を生ずるとかいう後天的発生の説

と，胃内出現は常に胎生時の分化異常即ちHeterotopia

によるという先天的発生の説とがある．教室の井上4）

は，胎生時の胃上皮蕾が一方副膵の方向に分化しうる

とともに，他方異所性のBrunner氏腺の方向にも分

化しうるものと考え，悪性変化とも大いに関連がある

としている．従って，腸腺への化生は癌化の傾向を強

く持つ組織の寄る場合に存在すると考えられる．私共

の染色法においても，上述のごとく，萎縮性胃炎に極

めて高度かつ広範囲に認められることが多く，次いで

萎縮増殖性胃炎の間質増殖型，胃小窩上皮増殖型の順

に認められ，増殖性胃炎では殆んどに認められない．

この観察結果は山城の結果と全く一致するものであ

る．

　これを要するに，Mucoprotein陽性の細胞における

被染性の非一様性と細胞の大小不同性，または強い被

染性を示す盃状細胞やBrunner氏細胞の出現等の腸

腺への化生の徴候を認めることは，悪性化と関係が深

いものと考えられる．

　　3）胃潰瘍（8図）

　潰瘍底においては，殆んどすべてに胃粘膜の欠除を

みるものである．従って私共の22例の胃潰瘍例（表3）

においてもMucoprotein細胞陰性の一語に尽きる．

しかし潰瘍辺縁より潰瘍遠隔部に至る胃粘膜には，上

記慢性胃炎の種々の像がみられるものである．殊に潰

瘍縁より悪性化の傾向を有する場合には，周辺に増殖

性胃炎像のみられることが多い他には，特に興味ある

所見は認められない

　　4）胃　　癌

　単純癌（9図），腺癌（10図），硬性癌（11図）等55

例（4表）の種々の胃癌組織に対する私共のMuco・

protein染色を施行した観察結果を結論的に述べると，

一般に癌病巣部においてはMucoproteinは著明に減

少または消失する．しかし一つの例外があって従来膠

様癌と称せられたものがそれである．他のすべての癌

はMucoproth至n消失型であるに反し，膠様癌だけは

Mucoprotein増加型である．ところがヘマトキシリン・
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4　表　　胃 癌　　55例

姓　　名 性

小
○
○
ぞ
Q
丁
小
◎
小
○
小
○
〈
O
Q
T
小
○
小
O
小
○
小
O
小
○
小
○
小
O
Q
T
小
○
小
○
小
○
Ω
T
δ
小
○
小
○
小
0
Ω
丁
小
0
小
O
Q
↑
○
†
〈
○
小
○
小
○
ホ
○
○
†
0
↑
小
○
小
0
小
○
小
○
○
↑
小
O
小
○
小
0
3
0
†

豊
ゑ
○
○
○
○
○
○
郎
薦
○
○
次
郎
○
り
郎
吉
○
○
℃
○
郎
○
○
○
郎
い
え
○
六
二
○
歌
の
二
郎
彦
○
○
郎
一
平
○
○

畿
離
鵬
轡
灘
轄
籠
畿
黒
鍵
鋸
盤
灘
蝶
蝶
購
鶴
酌
野

年齢
組　織　学　的　所　見 　主病巣部

MucOprotein自

主　病　巣部 周辺部実質1間質

2
6
0
6
0
1
0
5
5
5
5
7
0
4
0
2
6
2
0
1
2
7
9
4
1
6
0
8
6
2
0
9
7
6
8
3
9
9
6
9
3
1
5
0
8

4
4
5
4
2
5
5
3
4
4
5
4
6
6
5
5
6
6
5
5
5
6
6
6
4
6
6
4
5
5
6
3
4
4
5
5
4
4
3
5
6
4
4
6
5

円柱細胞性腺癌

硬性単純癌

円柱細胞性腺癌

硬性単純癌

単純癌兼腺癌

単純癌兼膠様癌

円柱細胞性腺癌

硬性単純癌

単純癌
円柱細胞性腺癌

〃

硬性単純癌

円柱細胞性腺癌

股子細胞性腺癌

円柱細胞性腺癌

〃

単純癌
膠様癌兼単純癌

円柱細胞性腺癌

殿子細胞性腺癌

〃

単純癌
円柱細胞性腺癌

股子細胞性腺癌

円柱細胞性腺癌

〃

〃

単純癌
円柱細胞性腺癌

ク

単純癌
膠様癌
円柱細胞性腺癌

腺癌兼単純癌

単純癌
〃

〃

円柱細胞性腺癌

単純癌
円柱細胞性腺癌

単純癌兼腺癌

円柱細胞性腺癌

単純癌
股子細胞兼円柱細胞性腺癌

単純癌兼膠様癌

萎縮性胃炎

〃

〃

萎縮増殖性胃炎

萎縮性胃炎

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

萎縮増殖性胃炎

〃

萎縮性胃炎兼正常粘膜

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

萎縮増殖性胃炎

萎縮性胃炎

〃

〃

〃

〃

〃

〃

萎縮増殖性胃炎

萎縮性胃炎

〃

〃

〃

〃

　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
む

2
3
1
3
3
＋
1
3
3
2
2
3
2
3
2
2
3
一
2
3
3
3
2
3
2
2
2
3
2
1
3
3
1
3
3
3
3
2
3
1

一
一
剛
一
一
ひ
一
一
闘
圏
隔
一
一
一
幽
隔
一
ひ
一
一
一
一
一
［
一
一
一
一
一
一
一
＋
【
【
一
一
一
闘
一
一

　
　
　
　
　
一
‘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十

一3・一2

　－1

　－3
－3・一1

－3・十2

備　　考

癌瘍潰

癌
癌
癌
癌
癌

瘍
炎
瘍
炎
瘍

潰
〃
胃
潰
胃
潰

癌
癌
　
癌

炎
瘍
　
炎

胃
潰
〃
〃
〃
胃

癌

癌

瘍
炎

潰
胃

癌
癌

炎
瘍

胃
潰

2
1
2
1
3
2
2
3
1
2
1
2
1
3
1
2
1
2
1
2
3
1
2
3
2
2
1
2
2
1
1
2
1

；
；
；
＝
±
‡
＝
【
；
＋
＝
＝
［
＝
＋
＝
＋
‡
＋
一1・十1

　－1

　十1

　十2

　－2

　十1

　－2
十1・一1

　十1

　十1

　－2
十1・一1

胃炎癌

胃炎癌
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室○　久○

若○　広○

今○　徳○

稲○　き○

笹○長○郎

米○　次○

高○平○三

川○　貞○

木○　信○

常○井○子

δ
δ
♂
♀
δ
δ
♂
♂
♂
♀

0
1
3
0
6
3
2
9
6
1

4
6
5
4
3
6
6
5
3
3

股子細胞兼円柱細胞性腺癌

単純癌
円柱細胞性腺癌

単純癌兼腺癌

単純癌
円柱細胞性腺癌

股子細胞性腺癌

〃

単純癌
円柱細胞性腺癌

　
炎

　
胃

　
性
炎

．
殖
胃

　
増
性

　
縮
縮

〃
萎
萎
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

り
だ
　
　
　
　

リ
ム

一
3
1
一
3
2
2
3
3
2

ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

3
【
［
3
一
一
一
一
一
［

｝
　
　
一

2
1
2
1
1
2
3
2
1
1

一
＋
一
一
＋
一
［
一
＝

潰瘍癌
ポリーラ。癌

エオジン染色上膠様癌と診断されない症例において

も，私共の染色法では比較的しばしばMucoprotein増

加型を証明することができる．癌細胞内よりもむしろ

間質に却ってMucoproteinが増加するものであって，

胞体内にMucoproteinの出現する実質型（12図）に

対し，間質型（13図）と名づけうるものである．単純

癌，次いで円柱細胞癌の順に一部或いは広く膠様性を

示す場合がしばしば認められるが，股子状細胞癌には

特記すべき所見の認められない場合が多い．さらに山

城の示すごとく，癌病巣の周辺部にみられる慢性胃炎

像として，その癌の生成母地に応じて，即ち潰瘍を母

地とした癌の周囲には増殖性胃炎がみられ，慢性胃炎

を母地とした癌の周囲には萎縮性胃炎が認められるこ

とが多い．

　とにかく，細胞組織の癌化には特有な解糖機能冗進

があるといわれているにも拘らず，上述のごとく，一

部の癌組織内においてMucoprotein増加の像が胞体

内及び間質中に認められることは，極めて興味深いこ

とと考えられる．

　2．胃粘膜組織内におけるMucoprotein増減につい

　　て
　各種疾病における胃粘膜組織内のMucoproteinの

量的変化について，私共の実施した染色法のみでは定

量的に判定することは不可能であるが，顕微鏡下の観

察によって，その増減を概略的に判断することは可能

と考えられる．私共はMucoproteinの程度を種々の

症例について比較した．

　一般にMucoproteinの増加するものは増殖性胃炎

であり，減少するものは萎縮性胃炎と胃癌であって，

粘膜悪性化の強いものほどMucoprotein減少の傾向

にあることを知った．さらにMucoproteinの組織像

をその量の多寡に従って，充満型，著増型，増加型，

標準型，減少型，著減型，消失型等の7型に分類し

て，各病変を詳細に観察すると，表5のごとくであ

る．膠様癌実質型は充満型に，増殖性胃炎はその大部

分が著増型に，膠様癌間質型の殆んど大部分は増加型

5表　諸種の胃粘膜病変部における

　　　Mucoproteinの増減

膠様癌実質型

増殖性胃炎

膠様癌問質型

　　　　　　　　　　　　　充満型

＼一
萎縮増殖性胃炎小窩上皮型

正常胃　≡≡≡≡≡一

著増型

増加型

萎縮増殖性胃炎間質型

　　　　　　　標準型

／皇…⇒。少型

萎縮匪胃炎　　　…≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡三≡≡≡≡≡≡≡≡静著減型

胃癌

竃貴瘍

消失型

に，多くの萎縮増殖性胃炎小窩上皮増殖型と正常胃は

標準型に，萎縮増殖性胃炎間質増殖型の多くは減少型

に，萎縮性胃炎は著減型に，一般の胃癌の殆んど大部

分と胃潰瘍は消失型に，それぞれ属するものであると

考えて差支えない．

　私共の行なったMucoprotein染色法においては，

被染性を示す細胞は明らかに赤ないし赤紫色を呈して

他の細胞と判然と区別されうる．また多くの場合それ

らの細胞が点在していることによって，顕微鏡によら

なくとも単に肉眼的観察によってMucoprotei皿量の

大体の識別は可能である．悪性変化の目標としてその

量をみる場合には概して差支えないように思われる．

即ちMucoproteinの態度と粘膜悪性化との関連につ

いて，三富及び高瀬等の述べているごとく，胃癌にお
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けるMucoproteinの態度，づまりMucoprotein陰

性になるほど悪性化の傾向が強くなるものと理解する

ならば，私共の染色標本を単に肉眼的に観察すること

によって，胃粘膜悪性変化の度合を知ることができ

る．

V．総括並びに考按

　さきにMcMaus　7）は多糖体に反応する組織化学的

試薬として過ヨード酸の利用に関する研究を発表した

が，Lillie　6）は1951年この過ヨード酸を利用し，膠

原線維，細網線維及び基底膜の区別を色彩によって明

確に判別しうるAllochro正ne（of　different　or　chaing－

ing　color）procedureの一つとして，過ヨード青酸シ

ッフーピクリン酸メチール法を確立した．そしてこの

中の塩基性染料であるメチール青は過ヨード酸一シッ

フ処置後の痴る物質をさらに明らかに反対染色するけ

れども，その濃度が高い場合には何らの影響を与えず

に過ヨード酸一シッフ処置による心ないし赤紫色をそ

のままに留めておくということを詳細に説明してい

る．ここで上記の或る物質とはグリコゲン，澱粉，セ

ルロース等を意味し，従って胃，大腸，小腸の上皮

Mucin等も含まれるものである．

　従って私共の採用した染色法では，胃粘膜組織の各

細胞質，核及び各線維はそれぞれ一定の色の染色性を

示すものであ、るが，特にMucin細胞は赤ないし赤紫

色に染まって，判然としてその存在を明らかにするも

のである．なお当染色法では，Periodic　acid－Schiff

処置のみを行なってもMucin細胞はその呈色により

比較的簡単に識別しうるものである．

　一方従来単に胃Muciロと称せられたものは，化学

的にその性状の不明瞭なものへの漠然とした名称であ

って，森9）によれば，一種のGlykoproteidであると

定義している．私共が染色した多糖体を含有する胃粘

液物質は，単にMucinなる語で表現ざるべきではな

い．とζろがKomarov　5）は胃粘液質部分に3種の蛋

白，即ち恥cleoprotein，　MucQitin硫酸と結合せる

Mucoprotein及び中性多糖体と結合せるMucoprotein

は多糖体と深い関連を有することを明らかにしてい

る．

　そこで私共の行なった染色法が多糖体の存在におい

て成立するものであることを考えて，当染色法で被染

性を示す胃粘液物質をすべてMucoproteinと呼ぶこ

ととした次第である．さらにまたKlomarovは，従来

胃液中の数種の蛋白含有物はMucoprotein，　Gastro－

910bulin第2または第3蛋白様物質，　Mucopro†eose，

Mucoid，表層上皮Mucin等々，各研究者の好み応応

じて色々と命名されてはいるが，これらは化学的性状

の多少の差異による名称であって，結局は同様の物質

に対する名称と考えて差支えないと述べている．要す

るにこれらの名称は従来Mucinといわれたものの別

名と考えられ，私共の染色法においては，それらの中

の多糖体を有する蛋白化合物はすべて染色しているわ

’けであるが，便宜上，この多糖体という語に拘泥せず

にMucoprqteinという統一した名をつけたわけであ

る，

　私共の行なった染色法は1940年McManus　7）の発

表した原理に基づいたものであるが，昭和27年大原3）

はそれとは別個にしかも本質的には同一の方法，Cyto1

染色法を発表報告している．

　三富8）は胃癌の組織化学的研究の一部として，ζの

Cyto1染色法を利用し，すで徒興味ある結果を発表し

ているが，種々の胃粘膜組織の病変に対しては検索・し

ていない．またその他にもこのような研究はみ当ら

ない．しかし胃液中の粘液物質を化学的に検索した

Glassの興味ある報告があるので，それを参考とし

て，胃粘膜組織内粘液物質と胃液中粘液物質との相関

について推定言及してみたい．

　さきにGユass等2）は胃液中の粘液物質を化学的に

追究し，その中には溶解性Mucopτoteinと溶解性

Mucoproteoseの2者が含まれ，さらに前者は固有胃

腺のMucoid細胞より，また後者は粘膜表層の円柱細

胞より産生されることを明らかにした．それからの化

学的定：量法の考案によって，空腹時100cc胃液中の

平均含有量は，溶解性Mucoproteinが0～460mg，溶

解性MucQproteoseが35～703mgであるとし，さら

に溶解性Mucoprote1n分泌は胃酸分泌と密接な関連

性を有していると報告している．かくしてこれを臨床

的に検討し，胃液中の全溶解性Mucinが増量する場

合は，1）若年者の過酸性または正酸性胃，2）十二指

腸潰瘍，3）過酸性，正酸性，無酸性胃炎，4）慢性

Alcoho1中毒症，5）幽門狭窄による胃液分泌停止，

6）被切除の残存胃，7）迷走神経遮断後の胃等である

ことを指摘している．その中の無酸性胃炎，慢性

Alcoho1中毒症，迷走神経切断後の胃，切除後の残存

胃等の場合の増量は溶解陸Mucoproteoseの増加に負

うところ大であり，他方過酸性胃炎，過酸性または正

酸性の若年者胃，十二指腸潰瘍等の場合の増量は，溶

解性Mucoproteose量が正常であって，溶解性Muco・

protein量が増加する故であると述べている．ここで

重要なこと・は，溶解性Mucoproteoseが増加するの

は，その際に，胃粘膜表層上皮の粘液分泌が促進さ

れ，かつ特殊な粘液溶解酵素作用が活澄化されるとい
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う点，即ち機能的な累進を強調している点である．

以上がGlassの研究の結論であるが，私共のいう

MucoproteinとGlassの所謂溶解性Mucoprotein及

び溶解性Mucoproteoseとは，厳密には多少異なる性

質のものである．また私共の結果は，胃粘膜中の一定

の変化部位を選んで，その中に存在する粘液物質を定

性的に観察したものであり，Glassの結果は，全胃粘

膜上より分泌された胃液中の粘液物質を定量的に追究

したものである．前者は局所的所見であり，後者は綜

合的所見である．従って両者の間には必ずしも平行関

係が成立しなくともよいわけである．

　ところで高瀬11）によれば，慢性胃炎の胃液中の酸

度が，最も強度にみられるのは初期胃炎に属する増殖

性胃炎，次いで萎縮増殖性胃炎，最も低いのは萎縮

性胃炎である．従つぞGlassの結果にある溶解性

Mucoproteinの高い値を示す過酸性胃炎とは増殖性胃

炎を意味し，逆に溶解性MucOproteoseの高い値を示

す低酸性または無酸性胃炎とは萎縮性胃炎を指すもの

と考えて差支えない．

　さてGlassの結果と我々の得た結果とにおいて，

比較の対象になしうるのは慢性胃炎であるが，その場

合，Glassの所謂溶解性Mucoproteinの増減は，私

共の固有胃腺のみにおけるMucoproteinの増減，即

ち増殖性胃炎において増量し，萎縮性胃炎において減

量する（Glassは撮る種の胃癌と粘膜の悪性萎縮性病

変の場合に減量すると明記している）という所見に一

応合致している．しかしGlassの所謂溶解性Mucσ・

proteoseの場合は，我々の小窩上皮のみにおける

Mucoproteinの消長と殆んど一致をみない．

　この理由は，私共の観察では，固有胃腺に存在する

が小窩上皮のそれより常に大量であるが，Glassの検

索では，溶解陸Mucoproteoseの分泌量が溶解性

Mucoproteinのそれより常に遙かに多いことから推察

しうるごとく，全胃溶解性Mucinの申では，前者溶

解性Mucoproteoseが大きな位置を占めていることに

ある．これ即ち，さきに記したごとく，粘膜表層円柱

細胞の粘液分泌能が，固有胃腺Mucoid細胞のそれに

比して著しく優れているということである．

　以上のことから，私共が従来胃粘液といえば直ちに

固有胃腺の副細胞を想定し，粘膜上皮の円柱細胞を無

視しがちであったことは，充分反省すべきではある

が，しかしGlassのいう溶解性Mucoproteoseの源

泉が果して円柱細胞のみであるかどうか，また組織標

本観察上むしろ無視しうる位の小窩上皮円柱細胞が，

広い範囲にある固有胃腺副細胞以上に粘液分泌能を有

しているかどうか，大いに疑問の生ずるところであ

る．

　とにかく，一見全く関連性を予期しなかった問題，

少なくとも慢性胃炎に関して，胃液中と粘膜組織中と

の粘液に相関関係を認めえたことは，特記すべき点か

とも思われる．Glassの結論と逆に，胃液中の溶解性

の二つの粘液物質の含有量を検討して，臨床診断に役

立てることも考慮される．

　従来胃の疾病の診断に際して，各種の有効な補助的

手段が講ぜられてきたにも拘らず，未だ決定的な方法

．がなく，手術時所見により診断を確定しうる場合が多

かった．私共の行なった染色法では，非観血的に診断

を確立するには全く無力ではあるけれども，少なくと

も病理組織診断上有効な方法であり，さらにはGlass

の研究のごとき胃液中の粘液物質定量法の発展に十分

貢献するものと考えられる．

V．結 論

　昭和27年7月より同29年2月までの間に切除され

た胃標本中の111例の粘膜組織について，Lillieの

過ヨード酸シツフーピクリン酸メチール青法によ

るMucoprotein染色法を実施し，胃粘膜の種々の病

変に従って粘膜組織内MucOprotein陽性細胞の出現

に増減のあることを知った．Mucoprotein細胞は，増

殖性胃炎粘膜と膠様癌病巣部とにおいて著明に増加

し，萎縮性胃炎において著しく減少し，胃潰瘍底及び

一般の癌病巣部に．おいて消失すること，及びMuco・

proteinの消長は胃粘膜の悪性化に深い関連性をもつ

ていることを知りえた．これらのことから，隊に

Mucoprotein染色後の胃粘膜組織内Mucoprotein陽

性細胞の増減を観察することにより，かなりの程度に

胃の病理学的診断に役立てることができる．
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                                        Abstract
   The authors performed the mucoprotein staining using the Lillie's Periodic acid-Schiff's

 picric acid, methylblue method to the mucous membrane tissues of M stomach preparations

 resected during the period from July, 1952 to February, 1954. As the results it was found

 that the incidence of mucoprotein positive cells in mucous membrane tissues varied with the

 pathological changes of gastric mucous membrane. Namely, it was known that the muco-
 protein cells increased markedly at the site of both mucosa of hypertrophic gastritis and the

 focus of gelatinous cancer, decreased markedly in atrophic gastritis, and disappeared in both

 the bottom of gastric ulcer and the foci of the other cancers, and that the vicissitudc of

 mucoprotein had close relation to the malignant alteration or gastric mucous membrane.

   Conjecturing conversely from these facts, it was considered useful for the purpose of

 pathological diagnosis of the stomach to observe the increase and decrease of mucoprotein

 positive cells in gastric mocosa stained by mucoprotein.
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図　1 胃腺模式図

胃小窩
　↓

主として1

副細回

1西マ噸　u脅

ド　　ロ　モ

　ズ牢

　∈

・層｛一

・層 k．

皿司

毒憲略ジ

圭冠暉｛

上窩上皮

・一B頸

←腺　体

ぐ一 B　底

固有胃腺

2

艦
鎌
欝
・

毒
潔
灘
麟

無
難

藩
謬
旬
霧

蝋
纈頻

難
叢
濃
盤

辮
雛

耀
熊
蝉
矧
，

隠
癖
饗
縫

　　　　　　東○太○　δ　歳　　正常胃　弱拡大

胃粘膜表面はMucoprotein陽性の遊離粘液で被われ，粘膜表層の

円柱細胞は一様な被染性を示し胃腺一頸部にはMucoprotein陽性

細胞が規則正しく配列している．　　　　　．
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図 3

　　　　　中○信○　δ　歳　　増殖性胃炎　弱拡大

胃腺底には大型即下をもつた強い旧染性の幽門腺が充満し，腺頸を

中心に普通の被染性を示す副細胞が多数認められる．

　｝叉
一

4

　　　　大○善○　δ　歳　　萎縮増殖性胃炎　弱拡大

固有胃腺は萎縮過程にあってMucoprotein分泌能も減退し，延長

分枝した小窩組織にも被染性の弱い細胞群が認められるにすぎない．

このものは寧ろ間質増殖型に存する．



394 仲井・瀬川・倉重・土川

図 5

　　　　　　竹○彦○　♂　歳　　盃状細胞　強拡大

胃小窩上皮熱り腺体にかけて，濃隣の著しい差異を示す大聖細胞の

点在を認める．白くぬけているものは、Mucoprotein分泌後の空胞

と考えられる．

図 6

　　　　　東○理○　『3』歳　　萎縮性胃炎　弱拡大

固有胃腺は僅かに存在するも被染性弱く・小窩そのものも殆んど認

められない．
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図 7

　　　　　浅○亨　ε　歳　　Brunner氏腺　弱拡大

固有胃腺と連続して被染性の強い巨大Brunner氏腺塊をみる，小

窩には聖駕細胞の点在が認められる．
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　　　　　　政○顕0　3　歳　　胃潰瘍縁　弱拡大

潰瘍底にはMucoproteinは全く消失し，その辺縁には萎縮増殖性

胃炎の小窩上皮増殖型が認められる．
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　　図　　　　9．

　　　　　中○よ○い　♀　歳

MucOPfoteinは全く認められない1

胃単純癌　弱拡大

難灘灘i

図 10

麟1・誌⊇骨

　　　　1　上○甚Q　δ　麟　　胃腺癌　弱鉱夫　　　r

癬朧綴織を形成しその腺腔帥には少量の遊脚。，。P，6，，i磁

懸るが・辮胞そのも吐ばM…pr…i・は殆んど言忍めら難
い1
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図 11

　　　　　　細○清○　δ　’歳　　胃硬性癌　弱拡大

間質の随所にMucOPfotein陽性物質を認める溶胞体内には全く認’

められらい．

図 12

　　　　．宮○弘．6　∫歳．．胃膠様癌（実質型）弾拡大

癌細胞全体が濃淡様々なMucoproteinで充満しているのを認める．
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図 13

・灘

難鑛鞭

　　　中○根○吉　♂　歳　　胃膠様癌（間質型）弱拡大

間質組織の随所に強い被染性を示すMucoprotein陽性物質をみる

が，瘤細胞には全く認められない．


